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1 牧草類の硝酸蓄積について

吉田則人

はじめに

酪農経営においてはその経済性を高め、且つ家畜栄養からみても自給飼料を主体とした飼養管

理がのぞましいことであるロそのための有利な経営を目標とする場合、自給飼料の供給基盤とな

る草地面積の確保が先決となるのである。近年における酪農経営はその収益性を高めるために多

頭数飼養化傾向を辿りつ〉あり、これに対応する粗飼料生産草地面積は、北海道においても必ず

しも適正規模とはい〉難く、その結果、草地の高位生産化が要求される場合も多くなっている。

草類の生産に対する肥料の反応は極めて敏感であり、とくに窒素質肥料は、生産性向上のため

には草体内の細胞内生活物質である原形質が蛋白質を主成分としている関係上、その要求量は極

めて大きいものである白草地に対する窒素質肥料の施用は、土壌中において最終的に硝酸あるい

はアンモニワム塩となって根系から吸収され、この窒素源を材料として有機態窒素化合物を合成

するが、 ζれらの草体内における吸収、合成過程は、環境条件をはじめとする各種の要因によっ

て左右されるものである白しかし、いずれの条件 Fにおいても過剰窒素の存在は、草体内におけ

る蛋白質代謝の異常が示され、体内での非蛋白態窒素化合物とくに硝酸態窒素の蓄積がなされる

ことが知られているロ

前歴のような家畜飼養頭数の多頭化傾向による草地生産性向上のための多肥栽培、また、最近

の畜産での一課題となっている畜産公害に関連する家畜糞尿の草地還元、あるいは農産製造廃液

処理を目的とする草地散布など、極端な肥料成分が草地へ投入される機会が多くなり、この結果、

必然的に草類の栄養生理上、異常な代謝が示され句さらに、このような草類を基礎飼料とする場

合、畜産飼養上にも重大な影響を及ぼすものと想定されるのである。

筆者はこのような観点からこ〉では草類の硝酸蓄積という問題を取り上げることとした 0

1 牛と硝酸塩との関係

牛に摂取された硝酸塩は、牛の第 1胃内の微生物によって亜硝酸を経て最終的に消化管内で

アシモニヤに還元されるが、硝酸塩の摂取量が多量の場合は中間産物である亜硝酸も多く生産

され、消化管から血液中に吸収される白血液中に吸収された亜硝酸はへモグロピシをメトヘモ

グロビンに変え、このため血液中の酸素運搬能力の低下によって、動物体各組織への酸素補給

が不十分となる。この結果、各種の代謝障害を惹起し、重度の場合は死に到る例もある。一般

に硝酸塩中毒と称せられるものはこのような所調"メトヘモグロビン血症 u を意味するのであ

る。乳牛における硝酸塩中毒症には‘急性および慢性例があるが、その臨床症状としては、前

者の場合は呼吸速迫、呼気性雑音、11*牌増加、細速、粘膜チアノーゼ、乳房の退色、歩様鴎E良、
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起立不能、泡沫性唾液漏出、下痢、頻尿などがあげられ、後者では乳量、増体量の減少、流産

の増加、繁殖障害増加、抗病力低下、ピタミシA欠乏様症状などが知られている。

とのような乳牛に対する硝酸塩中毒症と、飼料中に含有される硝酸塩との関係については、

研究者によって、かなり相異があるが、これらを総合すると ADAMSら)が報告している規制

量に類似する。勿論、硝酸塩中毒は、その主因となるのは給与飼料中の硝酸塩含量があげられ

るが、その他飲水中の硝酸塩量、飼料の急変、熱量と蛋白質の摂取量、他の非蛋白態窒素化合

物の摂取、ビタミンA欠乏、 ミネラノレ給与のバランス.給餌の頻度などの諸要因も直接あるい

は間接的条件として関連性があるといわれている。

小野らのは高硝酸塩含量の乾草を基礎飼料とし、とれに致死量値までの硝酸塩授与による硝

酸塩中毒発症試験を行なったロその結果を図 1に示したが、乾草中の硝酸態窒素含量は0.19% 

表 1 硝酸塩の中毒量

N03-N(DM%) 危 険 の 有 無

0.0 --... 0.1 0 どのような状態でも安全

0.1 0 --... 0.1 5 非妊家畜では安全、妊娠家畜では飼料の 50%給与では安全

0.1 5 -- 0.20 乾物量で総飼料の 50 %まで安全

0.20 -- 0.35 飼料の 35--4 0%に制限する。妊娠家畜には使用しない。

0.35 -- 0.40 飼料の 25%以下に制限する。

口.40 -- 中毒を起す恐れがあるので給与しないほうがよい。

%. 
ADAMS & GUSS (1965) 

図 1 硝酸塩投与による MHb%の経時的変化
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であるが、乾草給与 2時間に血中メトヘモグロビン量が増加し、以後漸減する傾向があり、つ

いで致死量の半量をカテーテル投与を行なったが、いずれも投与 2時間後に血中メトへモグロ

ピシ量が最高値に達し、以後減少するが、血中メトヘモグロビン量の最高値が経過日数に従い

低下する傾向が示され、つぎに致死量投与を行なったが、この場合 1日目より 2日目に増加し、

しかも血中メ卜ヘモグロビシ量の最高値に達する時聞が 4--5時聞に遅延し、 5日目にメトへ

モグロピシ量 61.9%で舞死した口この聞における臨床症状は、血中メトヘモグロビン値が 45 

%以上に達すると、呼吸速迫、肱牌増数、呼気日申令、泡沫性流挺、軽度の気腹、起立嫌悪など

の症状を示すことを報じている。これらの結果から、家畜は硝酸塩が体内に入ることにより、

ある程度の耐性を有することが示されるが、家畜個体に差を有するが、一定量以上になると各

種の異常が認められるものである白

2. 牧草中の硝酸塩

CRAWFORDら2)3)によると、飼料作物の硝酸蓄積は、環境要因として土壌条件、栽培条

件、窒素質肥料などをあげており、作物要因として品種、草体部位、生育階梯によって差異が

7) 
あることを指摘しており、これらのことは日本においても上坂ら はイネ科牧草 8草種、マメ

科牧草 8草種を供試し、生育階梯にともなう硝酸塩含量を測定しているが、イネ科草種におい

ては生育初期でオーチヤードグラス、メドワブェスクが高く、利用時期である出穂期において

は低下し、硝酸加里量としてほとんどの草種が 0.2-"0.3 %であり、一方マメ科草種では生育

初期でア jレブアルファ、ラジノクロパー、スイートクロパーでは1.3 -.. 2.2 %とかなり高く、

利用時期である開花期でも 0.6-"1. 7 %で低下率が小さく、とくにラジノクロパーは各草種中

で最も高含量を示すとい入三秋ら5)は飼料作物 6草種を供試して、施肥量の燐酸、加里を一

定として窒素量を高低水準で栽培した場合、低窒素施肥区で硝酸蓄積の多い草種はスーダング

ラス、テオ νシト、青刈トウモロコνがあり、高窒素施肥区ではスーダングラス、テオ νシト、

イタリアシライグラスで、窒素施用量に関係なく硝酸蓄積の少ない品種は青刈エシパクである

としているo また、各草種とも窒素施用量と関係なく、生育伸長期に硝酸蓄積が多く、出穂、期

前後に最低となることを報告している。宮崎らのは日本において通常栽培・給与されている飼

料作物の硝酸塩含量を測定しているが、この結果によると全供試試料の 89 %は乾物中の硝酸

加里量は 1.5%以下であり、とくに硝酸蓄積の多い草種としてイタリアンライグラスおよびラ

ジノクロパーをあげているロ一方‘サイレージにした場合の硝酸塩は低下し、ほぽ 0.5%程度

であるo また、栽培地域によって差がみられ、北海道および九州に至る各試料採取地域のうち、

西日本の各地とくに広島・香川・熊本の各県の飼料作物に高硝酸塩含量のものが多いことを認

めてしJる。
筆者は、最近北海道各地とくに草地酪農地帯を中心として多発している乳牛の起立不能症の

原因究明に関連して、牧草類の硝酸蓄積について若干の知見を得たので、この調査結果を中心

として述べることとする。

前述のように飼料作物の硝酸蓄積は、環境要因とくに土壌・気象条件によって大きな差異を

示すものであり、現況における北海道で栽培される飼料作物中の硝酸塩含量の動向を知ること
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は、家畜飼養上においても大きな意義があろう。

各草種の生育階梯と窒素の推移

造成後 3年次のイネ科 3草種、マメ科 5草種の単播草地で、燐酸および加里追肥量を同量と

し、窒素施用量を 10 a当りイネ科草種に 6Kff、マメ科草種に 3Kffを調査開始 25日前に施用

し、各草種の年聞における全窒素、蛋白態窒素および硝酸態窒素の動向を調査した白この結果

は表 2 ・3，こ示す。

表 2 イネ科草種の窒素の推移
(乾物中%)

調査 チ モ fノ オーチヤードグラス メドウブェスク

草丈
全窒素

蛋白態 窒硝酸素態 草丈
全窒素 窒蛋白素態 窒硝酸態素

草丈
全窒素 窒蛋白態素 硝酸態

月日 cm 窒素 cm ηη1 窒素

5パo 15 3.861 2.168 0.212 19 4.524 3.696 0.146 19 4.475 3.494 0.346 

24 24 3.897 2.482 0.225 30 4.128 3.058 0.196 36 3.854 2..154 0.352 

6/7 52 2.307 1. 776 0.113 76 2.008 1. 606 0.103 65 2.048 1. 616 0.134 

22 86 1.394 1. 081 0.056 120 1. 555 1.134 0.036 113 1. 424 1. 1 07 0.088 

7/4 20 3.043 2.870 0.136 23 3.602 3.035 0.224 

12 32 2.438 1.765 0.072 52 2.281 1.859 0.058 30 4.220 2.984 0.150 

19 42 2.275 1.833 0.044 57 2.324 2.055 0.085 48 2.136 1. 963 0.070 

26 42 2.295 1.910 0.052 56 1. 744 1. 616 0.051 55 1.851 1. 670 0.054 

8/2 56 1. 755 1. 582 0.061 80 1. 938 1. 704 0.070 

9 49 1. 997 1. 737 0.061 55 1.784 1. 568 0.051 

19 49 1. 911 1.558 0.050 17 3.213 2.730 0.192 29 2.368 1. 717 0.146 

29 58 1.586 1.459 0.044 21 2.477 2.282 0.072 35 1.582 1.386 0.067 

ヲ/8 59 1.494 1. 350 0.046 25 2.294 2.006 0.075 29 1.528 1. 299 0.065 I 

20 60 1.476 1. 291 0.U30 25 1. 852 1. 697 0.039 37 1. 417 1. 243 0.054 

28 65 1.556 1.426 0.047 26 2.111 1.927 0.060 35 1.589 1.403 0.069 I 

10/13 78 1.496 1.286 0.039 39 1. 918 1.634 0.048 41 1. 683 1. 480 0.085 
」

各草種によって各窒素含量に相呉がみられるが、全般的に生育階梯にともなって漸減する傾

向が明らかであり、チモνーにおいては 1番草の初期生育時では、全窒素中の硝酸態窒素比率

は 5.5%であったが、出穂、期では蛋白態窒素の割合が増加するにともない硝酸態窒素比率が 4

%に減少し、 2番草においても生育期が 3%に比較して 2.5%に低下した。オーチヤードグラ

スにおいては、 1番草は出穂始期まで硝酸態窒素比率が高いが、出穂盛期になると急減し、 2・

3番草においても生育初期の硝酸態窒素の全窒素に対する比率が高い。メドウブェスクではチ

モν-・オーチヤードグラスに比較して硝酸蓄積が大きいようであり、 1番草の初期生育期で
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表 5 マメ科草種の窒素の推移
(乾物中%)

調査 アカクロパー ラジノクロパー アルファノレブァ

草丈
全窒素

蛋白態 硝酸態 草 丈
全窒素

蛋白態 硝窒酸態素
草丈

全窒素
蛋白態 硝酸態

月日 伺 1 窒素 窒素 cm 窒素 偲 l 窒素 窒素

5パo 15 4.831 3.766 0.266 15 5.004 3.619 0.29.7 14 5.111 3.026 0.415 

24 23 4.732 3.112 0.241 18 5.126 2.929 0.274 30 4.296 2.410 0.286 

6/7 48 3.203 2.338 0.196 33 4.130 2.894 0.220 55 2.835 1.992 0.187 

22 80 2.625 2.169 0.093 40 3.591 2.370 0.132 96 2.768 1. 992 0.172 

7/4 13 5.248 4.374 0.213 18 5.593 4.197 0.354 20 5.825 3.842 0.478 

12 2~ 4.409 3.413 0.190 28 4.709 3.565 0.290 55 4.638 3.300 0.235 

19 27 3.905 3.358 0.097 26 4.201 3.766 0.216 64 3.965 3.047 0.149 

26 42 3.683 3.256 0.077 39 3.982 3.138 0.252 75 3.878 2.489 0.086 

8/2 46 3.658 3.092 0.087 39 ろ.845 2.969 0.258 90 3.051 2.292 日.126

9 80 2.942 2.543 0.070 37 3.766 2.656 0.170 96 2.764 2.277 0.072 

19 17 4.717 3.681 0.158 16 4.977 3.059 0.295 32 5.547 2.991 0.320 

29 25 3.775 3.459 0.099 20 3.940 3.419 u.182 48 4.784 3.477 0.266 

9/8 30 3.711 3.263 0.090 22 3.695 3.110 0.177 50 3.420 2.679 0.115 

20 36 3.825 3.250 0.089 22 4.169 3.289 0.207 52 2.935 2.465 0.114 

28 35 3.433 3.088 0.088 20 4.448 3.599 0.181 52 3.062 2.751 0.102 

10パ5 32 3.367 2.922 0.050 17 4.414 3.485 0.208 65 2.765 2.361 0.085 

は全窒素の 7%以上を占め、 2番草においても同様であり、しかも出穂期においての低減率は

小さいようである。一方、マメ科草種では概してイネ科草種に比べて硝酸蓄積が多く、全般的

l乙生育階梯が進むに従い漸減はするが、硝酸態窒素含量は高い。アカクロパーでは生育初期の

硝酸態窒素比率は 5.5%、闘花期には 3.5%に減少し、 2・3番草においても同様な傾向であ

るが、その比率は低下している。ラジノクロパーでは年聞を通じて硝酸態窒素の変化は小さく、

生育初期は明らかに直潜積量を示すが生育期および開花期における変動は傾向的ではないようで

ある。ア凡グアノレブァはアカおよびラジノクロパーに比較して、全窒素に占める蛋白態窒素割合がや

や劣り、このため硝酸態窒素比率が高いようである。とくに 1番草の比率は大きし生育初期が 8

%以上を占めているが、開花期においても 6%以上の硝酸態窒素の比率を有している。

このように北海道で通常用いられる草種の硝酸態窒素含量は、イネ科草ではメドワフェスク、

マメ科草では 5草橿とも高いが、各草種とも生育階梯が進むに従い漸減し、追肥条件が早春 1

回のみの場合、 2・5番草では激減する口しかし、ラジノクロパーは他の草種に比較して硝酸

態窒素含量の変化は少ないようである。

牧草の利用部位の窒素分布

各草種の利用適期であるイネ科草種の出穂期、マメ科草種の開花期において、草体を 10 cm 
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間隔に切断し、それぞれの全窒素ならびに硝酸態窒素の分布状態を調査したが、この結果は表

4 ・5に示す。

表 4 イネ科草・各部位の窒素分布

草 体 チモ iノ ーー オーチヤードグラス メドワフェスク

T-N N03-N T-N N03 -N T-N N03 -N 
部位

DM  % 分布 % 分布 DM  
% 

分布 % 
分布 D M  % 分布 % 分布

佃 1 量g 比 比 量3 比 比 量3 比 比

0---10 21.2 0.883 6.1 0.059 8.0 54.7 1.121 1ス6 0.073 26.8 46.2 1.135 14.1 0.085 14.8 

10---20 27. 6 1. 203 10.8 0.087 15.3 38.4 1. 735 1ゑO 0.092 23.7 41. 0 1. 536 16.9 0.147 22.7 

20---30 29. 5 1.439 13.9 0.093 17. 5 22.6 2.163 14.1 0.078 11.8 31.7 1. 773 15.1 0.130 15.5 

30---40 21. 4 1. 562 10.9 0.114 15.5 21. 9 2.729 17. 2 0.101 14.8 26.0 1. 990 13.9 0.151 14.8 

40---50 25.6 2.066 17. 3 0.111 18.1 15.0 2.949 12.7 0.113 11. 4 20.8 2.150 12.0 0.100 7.8 

50---60 21. 2 2.433 16.9 0.090 12.2 8.9 3.403 8.7 0.074 4.4 16.7 2.509 11.2 0.135 8.5 

60---70 13.8 2.884 13.0 0.084 ス4 15.0 2.502 10.8 0.071 ス1 24.3 2.584 16.8 0.174 15.9 I 

70--- 反4 3.591 11.0 0.100 6.0 

註 分布比は全草体中の窒素量に対する各部位の窒素量の比率

表 5 マメ科草・各部位の窒素分布

草体 ラジノクロパー アカクロパー アノレブァノレファ

T-N N03 -N T-N 
部位

NO:r-N T-N N03-N 

DM  
% 

分布 % 分比布 DM  
% 

分布
% 

分布 DM  
% 分布

% 
分布

cm 量3 比 量3 比 比 量3 比 比

日---10 37.1 2.785 27.2 0.140 21.6 1玖6 1.802 8.9 0.114 10.5 22.8 1.482 6.4 0.067 5.3 

10---20 33.4 3.349 27.4 0.175 24.3 25.6 2.145 13.9 0.101 12.1 24.6 1. 625 10.7 0.101 12.1 

20---30 41. 0 4.520 45.4 0.317 54.1 24.2 2.693 16.5 0.174 19. 7 28.6 2.096 11.4 0.110 10.9 1 

30---40 21.4 2.752 14.9 0.156 15.6 28.7 2.843 15.5 0.166 16.5 I 

40---50 17.7 2.982 13.3 0.190 15.7 25.4 3.709 17.9 0.204 17. 9 

50---60 14.7 3.857 14.3 0.169 11.6 20.1 4.256 16.3 0.235 16.3 

60-- 18之 3.966 I 1 8. 2 I o. 1 7414.8 121.65.321 121. 80.28021. 0 I 

チモνーでは草体中の乾物量は地上 6 0 cm.部分までほぼ均等にある。全窒素含量は上部にな

るに従い多くなり、硝酸態窒素含量は基部に少ないが 20 cm.以上はほとんど差がないようであ

る。全草の窒素分布比率は、全窒素分布では葉部の多い 40---60cm聞に多く、硝酸態窒素はこ

れより約 10 cm.低い 30-50cm.聞に多く存在するロオーチヤードグラスでは乾物量は冠根部

になるに従い多いが、全窒素含量は上部になると増加し、硝酸態窒素含量はやや 30---5日明
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部分に多いようである。全草の分布比率でほ全窒素ならびに硝酸態窒素ともに下部に多い。メ

ドウフェスクはチモ ν一、オーチヤードグラス両草種の中間的な状態を示している。一方、マ

メ科草種のラジノクロパーでは、乾物量はやや上部が多く、また、全窒素ならびに硝酸態窒素

含量ともに大きし全草中の窒素分布比率も上部の方が高くなっているロとくに硝酸態窒素は

全草体中の 54%が頂上部に存在しているロアカクロパーでは乾物量は 10--40cm.聞に多く、

全窒素含量は上部に多いが、硝酸態窒素含量はほぼ均等である。全草の窒素分布は全窒素は基

部に少なく、頂上部に多いが、硝酸態窒素はほとんど均等であるo アルファノレファでは乾物量

は全草の各部分とも均等であるo 全窒素ならびに硝酸含量は上部になるに従い増加するので、

その全草体中の分布比率は上部が高くなる傾向を示したロ

以上のように草体中の硝酸態窒素の分布割合は草種によって差がみられ、チモνーは中間音s..

オーチヤードグラス下部、メドワフェスクはやや下部.ラジノクロパー上部、アカクロパ一中

間部、アルファ jレファ上部であり、それぞれの草姿‘各部位における茎葉割合などによって相

異を示すようである白

施肥と硝酸態窒素含量

牧草中の硝酸蓄積に対する要因として施肥管理があり、とくに窒素施用量とか他の微量要素

を包含して、要素聞の均衡が問題である。これらを解明することは極めて困難であるので、こ

こでは窒素要素のみを対照として検討することとした白

表6は窒素施用量を 10 a当り 11 Kilとし、窒素形態を硝酸化成・アシモニア態、硝酸態・

尿素態とした場合における 1 ・2 ・5番草の硝酸態窒素含量を示したものである。この結果か

らみて窒素形態の相呉が牧草中の蓄積硝酸含量には明確な差を示さないようであるが、このこ

とは土壌中における微生物叢をはじめ、理化学性にも関連性を有するものと考えられる。

表 6 窒素形態と硝酸態窒素
(乾物申%)

窒 素 の 種 類 1 番草 2 番草 5 番草

アシモ ニア 態窒 素 0.1 74 0.093 0.079 

硝 酸 態 窒 素 0.1 66 0.066 0.08 1 

尿 素 肯，山巨 窒 素 0.1 53 0.1 01 0.090 

アンモニア態 1/2・硝酸態 1/2 0.1 82 0.090 0.070 

硝 酸 化 成 肥 料 0.15 6 0.070 0.073 

註 要 素 量は 10 a当窒素 11 Kil， 燐酸 14 Kil、加里 11 Kil 

表 7はオーチヤードグラスならびにペレニア lレライグラス主体 2年次草地で現在、広範囲に

使用されている各種草地化成肥料の追肥量と硝酸態窒素の動向を調査したものである。各草地

化成肥料とも施用量の増加にともない草体中の硝酸態窒素含量が増大するが、この傾向は 1番

草に明確に示され、 2番草では高施用量に現われ、 3番草では施用量の影響はほとんど認めら

れない白若し家畜飼養上、牧草類に含有される硝酸態窒素量の危険水準を 0.2%とするならば.
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施

表 7 草地用化成肥料の施用量と硝酸態窒素
(乾物中%)

用 量 17-0-17 1 1ー 21-21 17-5-17 

KI1/10a 1番草 2番草 5番草 1番草 2番草 3番草 1番草 2番草 5番草

。 0.050 0.048 0.059 0.055 ~ O. 040 0.039 0.049 0.045 0.028 

20 0.048 0.041 0.044 0.051 0.050 0.049 0.052 0.040 0.046 

40 0.061 0.062 0.037 0.053 0.070 0.041 0.056 0.041 0.039 

60 0.055 0.050 0.044 0.085 0.086 0.040 0.051 0.050 0.030 

80 0.056 0.060 0.052 0.076 0.091 0.054 0.051 0.048 0.037 

1 00 0.222i 0.061 0.046 0.069 0.058 0.041 0.223 0.043 0.038 

1 20 0.212 0.060 0.045 0.179 0.068 0.043 0.191 0.105 0.038 

1 4 0 0.180 0.141 0.039 0.172 0.140 0.043 0.291 0.103 0.039 

本調査における窒素施用量は 10 a当り 17 K9-以上となり、しかも早春 1団施用ということで

は、 2・5番草に対する影響はほとんどみられない。このように採草利用を前提とした場合、

ある程度の高窒素施用量においても危険性はないが、短草利用である放牧草では注意を要する

要因が多い白このことに関して吉岡ら は各草種の窒素施用量と、草丈ならびに硝酸態窒素含

量から判定した要注意期聞に関する報告を行なっているが、 1番草ではチモ乙/一、オーチヤー

ドグラスでは窒素施用量が 1 0 a当り 4K9-以上では 5月上旬放牧で危険性があり、ケンタッキ

-f!レグラスでは 5月下旬においても危険性があり、 2番草ではチモνーが窒素施用量 12K!f 

以アでは 7月中旬、 1 6 K!f以上施用では 7月下旬まで危険性があり、オーチャ -..J;グラスにお

いては草丈 30 cm以 Fの場合では 6月下旬時の草は危険度が大きいことを示している白

表 8は最近多頭数飼養時の 1課題である糞尿処理施設に関して、スラリ一方式による草地散

布時の草体中の硝酸態窒素含量を測定した結果である。 10 a当り窒素量として 15 K9-以上を

散布するような大量処理時の 1 ・2 ・5番草中の硝酸態窒素は、化学肥料での試験結果と異な

って明確な動向は示さないようであり、 10 a当り 14あるいは 18 K9-相当窒素量を散布した

場合においても、硝酸態窒素は 0.2%以下であり、また、施用量増加とは比例じ宏あろ¥た白

表 8 スラリー散布草地の硝酸態窒素

(乾物中%)

散 布 量

窒素量 スラリー量
1 番草 2 番草 5 番草

K9- 七。 。 0.1 08 0.1 07 0.1 1 4 

4.5 2.2 0.1 31 0.1 25 0.1 25 

虫0 4.4 0.1 26 0.1 20 0.1 3 7 

1 3.5 6.7 0.1 1 9 0.1 31 0.1 3 7 

1 8.0 反0 0.1 3 1 0.1 88 0.1 62 
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このことはスラリー散布量を多くすると、草地の表層がスラリー残漬によって被覆される状態

になり‘この結果、肥料要素の利用率を著しく低下させることなども一因と考えられる白

3. 飼料中の硝酸塩含量

現在‘乳牛に対して給与されているd慣用飼料の硝酸態窒素含量を測定した結果を表 9に示す。

表 9 慣用乳牛用飼料中の硝酸態窒素含量
( %) 

原 物 中 乾 物 中

飼 料 名
水 分 硝酸態窒素 硝酸態窒素

試料分析点数

1 1.1 3 0.050 0.056 6 1 

昭 46年産乾草 2番草 1 2.22 0.032 0.036 28 

5番草 1 2.58 0.048 0.055 1 6 

1 0.1 3 0.055 G.O 61 54 

昭 47年産乾草 2番草 1 2.20 0.040 0.046 1 3 

5番草 1 2.42 0.048 0.055 1 0 

放 牧 草 81.45 0.01 0 0.054 20 

80.1 5 0.006 0.030 23 

サイ νージ 草 78.40 0.01 0 0.046 8 

ビートトップ 84.05 0.008 0.050 30 

根 葉 類 92.1 3 0.000 1 2 

プ ン プ シ 粕 88.86 0.000 1 9 

ピー パルプ 1 2.00 0.007 0.008 4 

配 1}コ 飼 料 1 2.1 1 0.022 0.025 40 

これらの慣用飼料を給与している場合の死牛体内に摂取される硝酸態窒素量は、放牧期にお

いては 1日量ス 59、舎飼期においては 6.59というように算出される。 ADAMSらが報じて

いる中毒の危険限界量は飼料中乾物量の 0.2%以下でなければ妊娠家畜の場合は安全でなく、

すなわち、大約 1日量として約 30---409ということからみると、現時点においては安全量

ということができょう。しかし、前述のように基礎飼料となる牧草類の硝酸態窒素含量は、各

種の条件によって変動するものであり、とくに短草利用を目的する放牧期においては注意する

必要があろう白

おわりに

最近、北海道においても飼料作物中の硝酸蓄積に由来するとみられる、家畜の硝酸塩中毒問題

が関心事のーっとなってきた。

飼料作物中の硝酸蓄積は、作物品種、土壌・栽培・気象などの各種の要因によって著しく変動

を示すものであり、さらに、これらの諸要因が複合した条件 Fにおいては、その変動に対する影

響は大きくなるものと銀定される白

-102 -



北海道における酪農経営は、現在多頭数飼養を辿り、これによる草地の生産性向上、あるいは

糞尿処理の目的での草地還元による多肥栽培は、これらに関する問題点を多く包含していると思

われる。今後、牧草の生産量に関係する土壌・施肥条件、家畜に対する慢性中毒限訴に硝酸塩の

利用調製過程における動向なども究明する必要があろう。
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